
（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00457

事務事業名称 新しい学校づくりの推進 款 07 項 01 目 01 事業 002 整理番号 463

現担当課名 学校支援課 係名 新しい学校づくり担当 1643 473

既定事業

事業開始 平成16年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 28 地域と共にある学校づくり 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
学校支援課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 28 計画事業 01

児童、生徒、保護者、同窓会、町会・自治会、学校評議
員、学校運営協議会、教職員等

根拠
法令
等

（１） 杉並区立小中学校新しい学校づくり推進基本方針

（２） 杉並区小中一貫教育基本方針

○平成26年2月に策定した「杉並区立小中学校新しい学
校づくり推進基本方針」及び「杉並区小中一貫教育基本
方針」に基づき、学校の適正規模を確保し学校施設の老
朽改築を計画的に実施するとともに、小中一貫教育の推
進を行い、より質の高い学校教育の提供を行う。

指標名（１） 新しい学校づくりに関する懇談会の開催回数

指標説明 懇談会本会及び部会の回数

指標名（２） 小中一貫教育推進委員会の開催回数

指標説明
○高円寺学園開校（令和2年4月）に向け、懇談会の
意見を聴取しつつ、校歌、校章、教育方針等を検討
、具体化する。
○「杉並区立小中学校新しい学校づくり推進基本方
針」及び「杉並区小中一貫教育基本方針」の改定に
向けた検討を行う。

指標名（１）
個別・具体的な新しい学校づくり計画策定数

指標説明 策定実績（集計）

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 11 10 12 10 7 0 70.0 46.0

活動指標（２） 2 回 2 3 3 2 2 3 100.0

成果指標（１） 3 計画 4 4 4 4 4 4 100.0

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 541 838 574 840 386 70
特記事項

＜令和元年度予算執行
率について＞
高円寺地域の新しい学
校づくり懇談会での委
員の欠席及び標準服を
はじめとする検討部会
を少人数で構成したこ
とによる委員謝礼及び
議事録作成委託費の一
部の未執行により、執
行率が46.0%となりま
した。
＜活動指標(2)につい
て＞
高円寺学園の開校に伴
い、指標を変更しまし
た。

0 0 0

306

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 229 304 175 155 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.00 0.72 0.78 0.82 0.85 0.88

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 8,591 6,186 6,572 6,510 7,284 7,672

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 9,132 7,024 7,146 7,350 7,670 7,742

単位当たりコスト
13 円 830,182 702,400 595,500 735,000 1,095,714 0

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 1,495 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 1,495 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 7,637 7,024 7,146 7,350 7,670 7,742

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 463

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

高円寺地域における新しい学校づくり懇談会の開催 7 回 384

小中一貫教育推進委員会の開催 2 回 2

その他（ ）

事業実績

　令和2年4月の高円寺学園開校に向けて、保護者や学校関係者、地域住民等による懇談会本会及び部
会を7回開催し、教育方針や通学路の安全対策、標準服の選定等について検討を進めました。
　新しい学校づくりの対象地域について、児童・生徒数の動向や校舎の築年数等を考慮し、検討を行
いましたが、令和元年度時点で新たに対象となる地域はありませんでした。また、「杉並区小中一貫
教育基本方針」の改定に向けて、小中一貫教育推進委員会を開催し、検証方法等の検討を行いました
。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　児童・生徒数の減少に伴い、学校の適正規模を確保し子どもたちに望ましい教育環境を提供してい
くことを目的とし、平成16年度に「杉並区立小中学校適正配置基本方針」を策定、天沼小学校と永福
小学校を統合新校として開校しました。また、児童・生徒へより質の高い教育を提供することを目的
とし、平成26年2月に「杉並区小中学校新しい学校づくり推進基本方針」の策定及び「杉並区小中一
貫教育基本方針」を改定し、施設一体型小中一貫教育校として杉並和泉学園と高円寺学園を開校しま
した。現在は、児童・生徒数及び学級数が増加傾向にあることから、令和元年度時点での新しい学校
づくりの検討対象地域はありません。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　当面新たな検討対象地域が見込めない状況ではありますが、児童・生徒数及び学級数の現在の状況
や現在の小中一貫教育の状況を踏まえて、令和3年度までに「杉並区小中学校新しい学校づくり推進
基本方針」及び「杉並区小中一貫教育基本方針」の必要な見直しを行います。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　新しい学校づくりに関する懇談会本会や部会は、平成30年度に前倒しして実施したことや保護者や
地域、学校関係者の協力のもと審議が滞りなく進行できたため開催数減となりました。
　小中一貫教育推進委員会は、小中一貫教育の検証に向けた取組検討を目的とし2回開催することが
できました。

評価と課題

　「高円寺地域における新しい学校づくり計画」では、関係者との懇談会本会及び部会を7回開催し
、保護者や地域、学校関係者の意見を可能な限り反映するための検討を行い、令和2年4月に高円寺学
園を開校しました。懇談会は学校開校に伴い、令和2年3月末に終了しました。
　今後は児童・生徒数の動向や新たな教育ビジョンの策定を見据え、現行の「杉並区小中学校新しい
学校づくり推進基本方針」や「杉並区小中一貫教育基本方針」の検証を行い、改定に向けた検討を進
めます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 縮小

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・対象の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　新たな基本構想や総合計画、教育ビジョン等の趣旨を踏まえ、新しい学校づくり推進基本方針策定
会議及び小中一貫教育推進委員会を開催し、「杉並区小中学校新しい学校づくり推進基本方針」及び
「杉並区小中一貫教育基本方針」の改定を検討します。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00458

事務事業名称 地域運営学校等推進 款 07 項 01 目 01 事業 004 整理番号 464

現担当課名 学校支援課 係名 学校支援係 1643 474

既定事業

事業開始 平成16年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 28 地域と共にある学校づくり 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
学校支援課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 28 計画事業 02

区立小・中学校、保護者、地域住民等 根拠
法令
等

（１） 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の5

（２） 杉並区学校運営協議会規則

○保護者や地域の意見を学校運営に反映させることによ
り、地域に開かれ、信頼される学校づくりをめざす。

指標名（１） 杉並区学校運営協議会の会議開催回数

指標説明

指標名（２） 学校運営協議会委員数

指標説明
〇地域運営学校（コミュニティ・スクール）を小中
学校全校へ拡大するほか、学校運営協議会を通じて
保護者や地域の意見が学校運営に適切に反映される
よう、円滑な運営への支援を図る。
〇学校評議員の委嘱及び各校の評議員代表者を対象
とする会議での情報交換等を通じて、各評議員会に
おける学校運営への参画意識を高める。

指標名（１）
教育活動に対する「保護者評価」の肯定率

指標説明 保護者による「学校評価」結果より

指標名（２）
教育活動に対する「家庭・地域・学校が協力
して子どもの成長を促している」の肯定率

指標説明 保護者による「学校評価」結果より

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 427 520 521 560 543 590 97.0 70.9

活動指標（２） 2 人 476 624 530 684 573 720 83.8

成果指標（１） 3 ％ 84.1 90.0 84.1 90.0 83.8 90.0 93.1

成果指標（２） 4 ％ 78.2 80.0 78.8 80.0 77.6 80.0 97.0

事業費 5 千円 27,111 47,334 33,263 41,711 29,565 40,092
特記事項

＜前年度事業費からの
増減理由＞
令和元年度は、学校運
営協議会の需用費を実
績に基づき減額したた
め減少しました。

＜執行残の理由＞
協議会の開催回数及び
委員数が計画を下回っ
たことから、委員の非
常勤報酬及び需用費が
執行残となりました。

0 0 0

986

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 401 933 463 481 512

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.43 1.04 1.13 1.54 1.68 1.27

上記以外の職員 9 人 0.40 0.60 0.60 0.60 0.60 0.90

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 12,285 8,935 9,521 10,980 12,536 11,072

上記以外の職員 11 千円 1,178 1,766 1,853 1,853 1,848 2,772

総事業費
12 千円 40,574 58,035 44,637 54,544 43,949 53,936

単位当たりコスト
13 円 95,021 111,606 85,676 97,400 80,937 91,417

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 40,574 58,035 44,637 54,544 43,949 53,936

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 464

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

学校運営協議会の設置（累計） 58 校 29,552

学校評議員の配置 7 校 13

その他（ ）

事業実績

　地域運営学校について、計画を上回る5校（小学校3校、中学校2校）に新たに学校運営協議会を設
置しました。また、学校運営協議会への理解を深めてもらうため、文部科学省が主催するフォーラム
への学校運営協議会委員の参加を積極的に促しました。さらに、新任の委員を対象とした研修会や、
会長を対象とした連絡会を実施するとともに、新規設置校を中心に職員が会議に同席し、適宜助言や
情報提供を行い、円滑な運営を支援しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　平成16年に国が「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」を改正し、学校運営協議会制度を創
設したことから、区は平成17年度に設置を開始しました。令和元年度末には小学校36校、中学校22校
、累計58校となりました。国は平成29年4月に法改正を行い、教育委員会が学校運営協議会を設置す
ることを努力義務とし、学校と連携・協働する活動を行う者を学校運営協議会委員に任命することを
必須としました。
　全小中学校の9割が地域運営学校となる中、各学校運営協議会の取組の工夫の共有化を求める声が
ある等、更なる協議の活性化や取組の充実に向けて、各学校の実情に応じた運営支援が必要とされて
います。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　地域運営学校については、学校と地域の実情の把握や学校への助言、地域への説明等、個々の状況
に応じた丁寧な支援及び調整を図り、令和3年度までに小中学校全校へ地域運営学校を設置している
予定です。
　また、各学校運営協議会の更なる協議の活性化や活動の充実に向けて、委員同士や学校間の交流等
による学び合いを継続して支援するなど、学校運営への参画意識をより高め、地域に開かれた学校づ
くりを一層進めていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　学校運営協議会は各校年間平均10回程度開催しており、活発に活動しています。また、教育活動に
対する保護者肯定率も、いずれも目標をやや下回るものの、高い数値を示しています。
　また、学校運営協議会委員数については、目標値と実績値に差はあるものの、概ね各学校の実状と
必要に応じた委員数を確保できています。

評価と課題

　学校や地域への説明等を積極的に行った結果、令和元年度は計画を上回る5校に学校運営協議会を
設置することができ、地域運営学校は累計58校となりました。
　既存の地域運営学校では、基本的な会議運営に加え、小中一貫教育の連携校で合同の協議会が開催
される等、地域や家庭、学校が連携・協働し、共に支える教育を推進する機運が醸成されています。
今後も地域に開かれた、信頼される学校づくりを推進するため、令和3年度の小中学校全校拡大に向
けた取組を進めていくとともに、新任委員等を対象とした研修会の実施や、委員同士や学校間の交流
等による学び合いを通して学校運営に対する参画意識をより一層高める等、更なる協議の活性化や取
組の充実を図ります。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　地域運営学校は、実行計画を上回るペースで拡充していることから、令和3年度は新たな1校の設置
をもって小中学校全校設置となる予定です。そのため、学校運営協議会委員の非常勤報酬や需用費等
の経費が令和2年度よりも増加する見込みです。
　家庭や地域が連携・協働して共に支える教育を推進する基盤となる地域運営学校の拡充に当たって
は、地域住民や保護者への説明を丁寧に行い理解を得ながら、着実に進めていきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00753

事務事業名称 小中一貫教育校開校準備（高円寺地区） 款 07 項 02 目 01 事業 008 整理番号 502

現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1683 509

臨時事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 28 地域と共にある学校づくり 予算事業区分

令和元年度
学校整備課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 28 計画事業 01

　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の
児童・生徒、教職員及び学校利用者

根拠
法令
等

（１） 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会運営要綱

（２）

　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の
3校を統合し設置する施設一体型の小中一貫教育校の開
校に向け、学園章、学園歌及びメモリアルの制作等を行
う。

指標名（１） 学園章検討部会開催回数

指標説明

指標名（２） 3校のメモリアル検討部会開催回数

指標説明
○平成29年度　学園章案及び学園歌案の制作
○平成30年度　学園章及び学園歌の選定並びにメモ
リアル制作準備
○令和元年度　学園章及び学園歌の決定並びにメモ
リアル制作及び記念式典開催

指標名（１）
学園章案制作状況

指標説明

指標名（２）
学園歌案制作状況

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 3 1 0 0 0 0 0.0 82.0

活動指標（２） 2 回 2 3 1 1 0 0 0.0

成果指標（１） 3 案 14 1 1 0 0 0 0.0

成果指標（２） 4 曲 1 1 1 0 0 0 0.0

事業費 5 千円 1,001 753 339 4,267 3,497 0
特記事項

　この事業は、予算科
目（小学校費、中学校
費）の関係で、整理番
号516と分割して記載
しています。
（No.502…小学校費、
No.516…中学校費）

0 0 0

1,788

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 551 703 289 1,702 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 2,148 2,148 2,107 2,107 2,180 0

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 3,149 2,901 2,446 6,374 5,677 0

単位当たりコスト
13 円 1,049,667 2,901,000 0 0 0 0

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 3,149 2,901 2,446 6,374 5,677 0

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 502

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

メモリアル作品制作 1,518

記念式典開催 1,979

その他（ ）

事業実績

　新校舎に展示する3校のメモリアルについて内容を決定して準備を進めました。高円寺中学校のク
スノキを活かしたメモリアル作品を制作しました。
　新校舎の落成式開催、3校の閉校式開催、新校の開校式準備を行いました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　学園章及び学園歌は、平成29年に学園章検討部会を設置し、児童・生徒、保護者、学校関係者や地
域関係者等の意見を基に懇談会で検討を行い、決定しました。
　メモリアルについては、平成29年に3校のメモリアル検討部会を設置し、3校のメモリアル調査結果
や過去の統合校の事例を踏まえ、検討を加えました。
　なお、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同
年4月から令和2年4月に変更しました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　学園章、学園歌及びメモリアルが3校の伝統を引き継ぐとともに、新校の象徴として児童・生徒や
地域域関係者に親しまれ、より連携と交流を深めています。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　「高円寺地域における新しい学校づくり懇談会」で新校の教育方針の確認などを行い、平成26年3
月の懇談会設置からのまとめを行いました。

評価と課題

　新校舎に展示する3校のメモリアルについて内容を決定して準備を進めました。高円寺中学校のク
スノキを活かしたメモリアル作品を制作し、交流ホールに設置しました。
　新校舎の落成式開催、3校の閉校式開催、新校の開校式準備を行いました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 その他・対象外

　Ⅱ.事業の改善の方向性 対象外

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年4月の開校に伴い、本事業は令和元年度をもって終了しました。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00755

事務事業名称 小中一貫教育校開校準備（高円寺地区） 款 07 項 03 目 01 事業 007 整理番号 516

現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1687 524

臨時事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 28 地域と共にある学校づくり 予算事業区分

令和元年度
学校整備課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 28 計画事業 01

　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の
児童・生徒、教職員及び学校利用者

根拠
法令
等

（１） 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会運営要綱

（２）

　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の
3校を統合し設置する施設一体型の小中一貫教育校の開
校に向け、学園章、学園歌及びメモリアルの制作等を行
う。

指標名（１） 学園章検討部会開催回数

指標説明

指標名（２） 3校のメモリアル検討部会開催回数

指標説明
○平成29年度　学園章案及び学園歌案の制作
○平成30年度　学園章及び学園歌の選定並びにメモ
リアル制作準備
○令和元年度　学園章及び学園歌の決定並びにメモ
リアル制作及び記念式典開催

指標名（１）
学園章案制作状況

指標説明

指標名（２）
学園歌案制作状況

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 3 1 0 0 0 0 0.0 73.4

活動指標（２） 2 回 2 3 1 1 0 0 0.0

成果指標（１） 3 案 14 1 1 0 0 0 0.0

成果指標（２） 4 曲 1 1 1 0 0 0 0.0

事業費 5 千円 801 502 339 2,628 1,929 0
特記事項

　この事業は、予算科
目（小学校費、中学校
費）の関係で、整理番
号502と分割して記載
しています。
（No.502…小学校費、
No.516…中学校費）

0 0 0

1,173

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 351 452 289 1,074 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 2,148 2,148 2,107 2,107 2,180 0

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 2,949 2,650 2,446 4,735 4,109 0

単位当たりコスト
13 円 983,000 2,650,000 0 0 0 0

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 2,949 2,650 2,446 4,735 4,109 0

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 516

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

メモリアル作品制作 1,018

記念式典開催 911

その他（ ）

事業実績

　新校舎に展示する3校のメモリアルについて内容を決定して準備を進めました。高円寺中学校のク
スノキを活かしたメモリアル作品を制作し、交流ホールに設置しました。
　新校舎の落成式開催、3校の閉校式開催、新校の開校式準備を行いました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　学園章及び学園歌は、平成29年に学園章検討部会を設置し、児童・生徒、保護者、学校関係者や地
域関係者等の意見を基に懇談会で検討を行い、決定しました。
　メモリアルについては、平成29年に3校のメモリアル検討部会を設置し、3校のメモリアル調査結果
や過去の統合校の事例を踏まえ、検討を加えました。
　なお、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同
年4月から令和2年4月に変更しました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　学園章、学園歌及びメモリアルが3校の伝統を引き継ぐとともに、新校の象徴として児童・生徒や
地域域関係者に親しまれ、より連携と交流を深めています。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　「高円寺地域における新しい学校づくり懇談会」で新校の教育方針の確認などを行い、平成26年3
月の懇談会設置からのまとめを行いました。

評価と課題

　新校舎に展示する3校のメモリアルについて内容を決定して準備を進めました。高円寺中学校のク
スノキを活かしたメモリアル作品を制作し、交流ホールに設置しました。
　新校舎の落成式開催、3校の閉校式開催、新校の開校式準備を行いました。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 その他・対象外

　Ⅱ.事業の改善の方向性 対象外

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年4月の開校に伴い、本事業は令和元年度をもって終了しました。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00522

事務事業名称 地域教育力の向上 款 07 項 05 目 01 事業 006 整理番号 531

現担当課名 学校支援課 係名 家庭・地域教育担当係 1648 538

既定事業

事業開始 平成11年度 実行計画事業 目標 05

上位施策No・施策名 28 地域と共にある学校づくり 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
学校支援課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 28 計画事業 03

○杉並区青少年委員及び杉並区青少年委員協議会
○保護者及び地域住民等

根拠
法令
等

（１） 杉並区青少年委員に関する規則

（２） 社会教育法　第５条

○青少年委員活動を通して、青少年教育の振興のため、
家庭・地域・学校の連携を深める。
○家庭教育講座を通して、大人が自らの学びの場をつく
り、子どもの成長について理解を深めたり、教育に関す
る課題を共有し、解決の糸口を探る場を創出する。

指標名（１） 地域教育連絡協議会及び地域教育推進協議会
開催事業回数

指標説明

指標名（２） 家庭教育講座及び家庭教育フォーラムの開催
回数

指標説明
○青少年委員が事務局となり、中学校区を中心に組
織された地域教育連絡協議会及び地域教育推進協議
会において、懇談事業や地域活動促進事業を実施す
る。また青少年委員自身が必要とする知識の習得と
情報の共有化を進めるための研修会等を実施する。
○子育てで感じる課題等について、大人が自ら学ん
で考える場として家庭教育講座を開催する。また、
講座主催者や子育て支援者等の連携を図るために家
庭教育フォーラムを開催する。

指標名（１）
地域教育連絡協議会及び地域教育推進協議会
開催事業への参加者

指標説明

指標名（２）
家庭教育講座及び家庭教育フォーラムの参加
人数

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 79 83 83 83 72 83 86.7 83.9

活動指標（２） 2 回 35 30 33 33 26 33 78.8

成果指標（１） 3 人 15,707 16,500 19,224 19,500 15,539 19,500 79.7

成果指標（２） 4 人 2,315 2,500 1,991 2,500 1,650 2,500 66.0

事業費 5 千円 9,017 10,799 9,966 10,783 9,044 10,939
特記事項

新型コロナウイルス対
応のため、地域教育推
進協議会等の事業中止
に伴い、分担金の執行
残があります。

0 0 0

913

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 772 895 762 754 920

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 2.06 2.00 2.03 2.00 2.08 2.00

上記以外の職員 9 人 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 17,697 17,182 17,105 16,852 18,133 17,436

上記以外の職員 11 千円 2,944 2,944 3,089 3,089 3,080 3,080

総事業費
12 千円 29,658 30,925 30,160 30,724 30,257 31,455

単位当たりコスト
13 円 375,418 372,590 363,373 370,169 420,236 378,976

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 29,658 30,925 30,160 30,724 30,257 31,455

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 531

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

青少年委員報酬の支出 44 人 4,176

地域教育連絡協議会開催のための分担金の支出 19 校区 926

地域教育推進協議会開催のための分担金の支出 3 地区 1,322

家庭教育講座（主催・共催）、家庭教育フォーラムの開催 26 回 1,765

その他（ 運営事務費（通信費、消耗品の購入ほか） ） 855

事業実績

　44名の青少年委員に対し、研修実施や活動への助言等の支援を行いました。また、青少年委員が中
心となって運営する「地域教育連絡協議会」や「地域教育推進協議会」が地域交流事業を、子どもに
関わる大人たちが自ら学ぶ場として、教育委員会等が家庭教育講座や家庭教育フォーラムを開催し、
いずれも多くの地域住民の参加がありました。

手段・方法の見直し（改善）

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　青少年委員は、学校外教育を活動の中心としていましたが、現在では、青少年教育の振興のため、
家庭・地域・学校をつなぐパイプ役となり、地域教育連絡協議会やその発展形である地域教育推進協
議会の事務局を担うほか、児童館や学校支援本部等の活動にも関わっており、地域教育力向上のため
には、青少年委員の協力が不可欠との声が寄せられています。
　また、家庭教育講座は、家庭学級として始まり、現在では、教育委員会の主催講座を実施するとと
もに、各団体によって企画・運営される講座の支援を行っており、保護者が不安に思っていることな
ど、ニーズに即した講座が地域で開催され、好評を得ています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　家庭・地域・学校の連携を深める上で、地域にある多様な団体や個人が単独で活動するだけではな
く、他の団体等との連携・協力が必要な取組が多くなるため、それらの関係をつなぐパイプ役として
の青少年委員への役割が大きくなります。そのため、青少年委員の資質向上や地域全体で子どもの育
成や教育に関わる課題を解決する仕組みを整えていきます。
　家庭教育講座については、地域の実情に応じて、地域団体等が自ら企画・運営する講座が増えてい
くことが予測されるため、引き続き必要な支援を行っていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定していた事業が中止となったことから、実績が
減となっています。

予算の方向性の理由・
内容

　杉並区教育ビジョン2012に掲げる「家庭・地域・学校のつながりを重視した、共に支える教育」を
進めるため、各地域の実情を踏まえつつ、それぞれの組織が連携・協力していけるように、地域教育
連絡協議会や地域教育推進協議会の運営を支援していきます。また、それら協議会運営の要となる青
少年委員に対し、企画力や実行力向上につながる実践的な研修や、情報の共有につながる支援を行っ
ていきます。
　家庭教育講座等については、ＰＴＡや地域団体が、その地域に即した講座を自らの力で開催できる
ように、協力・支援を行っていきます。

評価と課題

　地域教育連絡協議会や地域教育推進協議会は、青少年教育の振興のため、青少年委員の創意工夫に
よって、各地域の特性に応じた活動を行っています。また、教育委員会主催の家庭教育講座や家庭教
育フォーラムの参加者を中心に、子育てについて新たな視点を得たり教育に関する課題を共有する学
びの場を自らつくろうとする動きが進んでいます。
　今後も、地域の核となる青少年委員の活動や地域教育活動を自主的に行う団体への支援を、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の観点も踏まえつつ、適切に行っていきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性


